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　２０１１年に運用を終了したＡＬＯＳの広域・高分解能光学ミッションの後継機として、２０２０年度の打

ち上げに向けて先進光学衛星（ＡＬＯＳ－３）の開発が進められている。ＡＬＯＳ－３はＡＬＯＳの直下観測

幅７０ｋｍを継承しつつ、ＡＬＯＳ搭載センサであったＰＲＩＳＭ及びＡＶＮＩＲ－２を発展させた広域・高

分解能光学センサ（ＷＩＳＨ）を搭載する。その地上空間分解能（直下）は、ＰＲＩＳＭの２．５ｍ、ＡＶＮ

ＩＲ－２の　１０ｍに対し、０．８ｍ（パンクロマチック）、３．２ｍ（マルチバンド）であり、量子化

ビット数もＡＬＯＳでは８ビットであったのに対し、１１ビットへ増加する。特にＡＬＯＳ－３のマルチバン

ド観測波長帯は、ＡＶＮＩＲ－２の可視光３バンド（青、緑、赤）と近赤外バンドの４バンドであったのに対

し、これら４バンドに加え、コスタルとレッドエッジの２バンドを加えた計６バンドとなる。ＡＬＯＳ－３

ミッションの主な目的は、防災・減災、災害発生後の被害状況把握への貢献、高精度な地理空間情報の整

備・更新に貢献であるが、多様な観測機能による沿岸域の環境監視や植生域の環境保全への利用・研究等への

活用も期待されている。本研究では沿岸域環境保全の観点から、ＡＬＯＳ－３観測性能相当にシ

ミュレーション化した衛星画像を使い、浅海域における底質の識別分類の可能性にについて報告する。研究の

対象域は、沿岸浅海域で比較的水質が安定している石垣島をはじめとした沖縄県八重山諸島のサンゴ礁域とし

た。特に石垣島においては既往研究や調査により文献があることから、解析結果の比較検証サイトとして適し

ている。使用した衛星画像は、ＡＬＯＳ－３の観測性能に近いＤｉｇｔａｌＧｌｏｂｅ社のＷｏｒｌｄｖｉｅ

ｗとした。 

 

　衛星リモートセンシングによる浅海域の底質識別では、水深（潮位）差による影響が問題とされ、その影響

を軽減する手法の一つとして水深補正アルゴリズムが提案されている。このアルゴリズムは、同じ底質におけ

る２つの波長帯における画素値の対数値は水深に係らず傾きが一定となる基本原理（Ｌｙｚｅｎｇａ、１９７

８）に基づき、水深の情報を除去した底質の指標を算出するものである。 

 

　ＡＬＯＳ－３センサの特徴であるＣｏＡｓｔＡｌとＲｅｄＥｄｇｅを使った解析結果についても報告す

る。環境省のＡＶＮＩＲ－２画像とＡＬＯＳ－３シミュレーション画像のそれぞれに対して行った結果は、Ａ

ＬＯＳ－３の地上空間分解能３．２ｍにより、砂地部分とサンゴ、海藻等の生物群集との区別がこれまでのＡ

ＶＮＩＲ－２（１０ｍ）より、より詳細に識別できることを示した。沿岸環境監視ツールとしてＡＬＯＳ－３

データの活用が期待される。
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